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1．本報告は菊川町教育委員会が静岡県袋井土木事務所より委託事業として実施した

西袋遺跡の発掘調査報告書である。今回の発掘調査は、遺跡の所在及び範囲を確認

することを目的とした。

2．発掘調査は、平成9年10月28日より開始し同月31日に終了した。調査面積は、61

戒である。

3．発掘調査は以下の体制で実施した。

調査主体

調査員

作業員

菊川町教育委員会

塚本　和弘（学術文化係文化財担当）

堀内　初代　　三ツ井しの　　伊藤せつ子　　福井　京子

伊藤　初恵　　織部　節子

4．本書の執筆及び編集は、塚本が行なった。

5．遺物整理にあたり松井由美子、堀内初代の協力を得た。

6．本調査及び本書刊行に関する事務は、菊川町教育委員会生涯学習課が行った。

菊川町教育委員会　教　育　長　鈴　木　静　夫

生涯学習課　　参事兼課長　落　合　偉　久

学術文化係　　係　　　長　石　川　睦　美

文　化　財　　担　　　当　塚　本　和　弘

7．実測図・写真及び出土遺物は、教育委員会が保管している。
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第1章　はじめに

西袋遺跡は、菊川町加茂地区西袋に所在する。加茂地区は、町の南西部に位置し商

流する菊川とその支線西方川によって形成された沖積平野が広がる。地区の西側には、

低い丘陵が南北に延びている。西袋ムラは、加茂地区でも西に位置し西は内田地区と

境を接し丘陵部となる。また、中央部には南北に西方川が流れる。西袋の丘陵地では、

茶が栽培され、沖積地には田畑が広がる農村地帯である。　　　　　　　　‘

この地域での遺跡分布状況は、沖積地に弥生時代の西袋遺跡や隣接して弥生時代を

代表する白岩遺跡がみられるほか、丘陵部に縄文時代早期から中期の市ケ原遺跡が所

在している。これらの遺跡は、開発によって採集された遺物によって遺跡の所在が明

らかになったもので性格や規模は不明である。

近年、加茂地区は急激な宅地化が進み田畑は埋立てられている。その結果、現状の

県道では道路幅が狭いうえ見通しが悪いなど交通に支障を来している。さらに、現在

の道路は南北の交通アクセスに比べ東西を結ぶ道路は比較的小規模となっている。こ

れらの問題を解決するために、県道高瀬菊川線を改築する計画が生じた。計画では、

加茂工業団地から路線は東へ向かって西袋ムラを通り地方主要道掛川浜岡線を結ぶも

のであった。しかし、計画路線内には周知の遺跡である西袋遺跡が分布していたため

この取扱いについて袋井土木事務所、県文化課、町教育委員会で協議を行った。協議

の結果、、遺跡の所在を明確にするために確認調査を実施することとなった。調査は、

町教育委員会が行い費用は袋井土木事務所が負担することになった。

茂

第1図　調査地点位置図
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第2章　調査成果

確認調査は、計画用地内で茶畑等耕作さ

れている地点っいては極力調査対象地より

除きダリット設定することとなった。ダリッ

トは、4箇所設定し重機を用い表土及び耕

作土を除いた後人力で遺構の検出作業を行

う。また、検出された遺構は性格が明らか

なものについては最小限度の掘削に出来る

だけ留めた。

第1ダリット　調査区の最も西の地点に

位置し16Ⅰ正を掘削する。遺構は、表土より30

cm下で遺構検出を行い溝と柱穴を検出する。

SD－1は、調査区の北側で東西に斜め

に延びる。大きさは、幅110cm深さ5cmで

底は平らである。覆土は灰色砂質土で混ざ

りはない。遺物は摩滅した土師器が数点出

土しているが計測不可能なもので時代も明

調　査　風

第1ダリット完掘状態

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

第2図　第1ダリット平面図
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らかでない。

SD－2は、調査区の南側

で逆L字形となっている。規

模は幅20cm～30cmで深さ5cm

を測る。覆土は、灰色砂質土

である。遺物は出土していな

い。柱穴は、SD－1の西端

に確認されている。平面形は

方形に近く検出面からの深さ

は3cmと浅い。各検出された

遺構は、出土遺物が無く年代

や性格は明らかではないが覆

土の状態から近世以降のもの

ではないかと判断される。また、

溝はSD－1が土地の区画す

る境の排水溝と考えられる。

SD－2は、SD－1よりも



小規模であるが小区画の区画溝であろう。

第2ダリット　小字で元屋敷と呼ばれ

る地点である。調査区では22nfを掘削す

る。表土より25cm下に黄茶褐色砂質土層

（5）の基盤層が見られ、比較的残りの良好

な地点である。遺構は、基盤層に掘り込

まれており調査区の西側に溝、中央から

東側に柱穴が検出されている。溝はSD－

3を中心に平行LSD－

5が見られ、SD－4は

SD－3に合流する。S

D－3は溝の中では、規

模は大きく幅140cm深さ

20cmで南北に斜めに走る。

この溝の覆土は、暗灰色

（3－1）黄灰色（3－2）灰茶

褐色（3－3）の三層に分け

られ土器や炭化物が出土

している。柱穴は、平面

形は円形か楕円形を呈す

る。大きさは、20cm～30

cmで深さ30cmを測る。S

X－1は、調査区の東面

の中央に位置する。検出

された大きさは径70cm壁

面に板状のものが見られ

井戸遺構の可能性を秘め

第2ダリット完掘状態

第3図　第2ダリット平面図

ている。覆土より山茶碗の破片が出土している。出土遺物は、全て土器で今回の調査

区の中では最も量が多い。土器はSD－3（2～4・11・16・17）、SD－5（6～8・13）、

SX－1（1・14）、覆土（5・9・10・12・15）から出土している。1は山茶碗の底部で

13世紀。2は志戸呂天目茶碗で鉄粕掛の17世紀のもの。3は瀬戸天目茶碗で17世紀後半

であろう。4は肥前の染付碗の口縁部で18世紀。5は美濃の灰粕丸碗で17世紀末。6は

瀬戸鎧茶碗で休部に螺旋状の連続文様がみられ19世紀前半のものであろう。7は美濃

湯春の18世紀後半。8は志戸呂鉢で17世紀の製品。9は18世紀後半の瀬戸小碗である。

10は美濃仏駒具の杯部で18世紀後半。11は美濃黄瀬戸鉢で休部内面に波状文が施され
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る18世紀後半の製品である。12は美濃鉄粕灯明皿で19世紀前半。13は志戸呂の製品。

14・15は志戸呂措鉢で14は大窯期16世紀後半で15が17世紀以降であろう。16と17はロ

クロ成形のかわらけである。遺物の年代から溝は17～19世紀前半のものと考えられる。

柱穴は、溝の年代や覆土の遺物から近世のものと判断される。また、SX－1は柱穴

や溝に比べ少し古く中世に遡る可能性がある。

第3グリット　調査区内を南北に走る

尾花川と西方川の間に調査区は位置する。

調査面積は18Ⅰ正で調査区の中央で土地の

区画による掘削で段となる。遺構は表土

より50cm下で、精査し柱穴と土坑を検出

する。SK－1は調査区の西壁面中央に

位置し、平面形方形を呈する。大きさは、
一辺80cm深さ50cmで長さ20cm程の河原石

第3ダリット完掘状態

第4図　　第3ブリット平面図

が詰っていた。覆土内よりかわらけ（20）と須恵器（18）が出土している。柱穴は、径30

cm深さ15cmの規模で建物として並ぶものはなかった。また、調査区の中央から西側の

検出面は茶褐色で硬く絞った土となっている。出土遺物は、摩滅したかわらけや近世

陶磁器の破片がみられ計測セきたのは18～20の3点である。18は須恵器の杯身の底部

で8世紀の製品であろう。19は山茶碗期の小碗の口縁部で12世紀の後半か。20はロク

ロ成形のかわらけで、底部から休部にかけ直線的に立ち上がる。年代についは、不明

な点も多いが中世後期ではなかろうか。検出された遺構の年代については、SK－1
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は特徴より中世墓の可能性が考えられる。柱穴は、中世の時期のものであろう0

第4ダリット　調査区では、最も東

に位置し西方川に近い。周辺は宅地化

が進み田畑が埋立てられ地盤が高くなっ

ている。この調査地点でも140cm程埋

立てられていたため調査面積は底では

5Ⅰ正と狭い。遺構は、調査区の北西コー

ナーから南東コーナーに向かってまっ

すぐ溝が検出された。SD－6は、幅

130cm深さ30cmを測る。側面は外側に

強く広がり断面の形状が皿状となる。

覆土は茶褐色土で炭化物を含む。溝の

第4ダリット完掘状態
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第5図　第4ダリット平面図

底面は東に向かって遺構の年代は、覆土な

どから近世以前ではなかろうか。

第3章　ま　と　め

今回の調査は、調査区の設定にあたりかなり制約された中での調査であったが第2

ダリットでは近世の屋敷跡と考え、られる遺構が検出された。この地点では、近年まで

家があったとの地元の古老の話であった。但この屋敷がいっ頃から存在したのかは明

らかでないが、今回検出された遺構がそれに関連する可能性が高く近世史の資料とし

ては有効的なものとなろう。第3ダリットでは、中世の時期の遺構がみられ尾花川を

境に遺構の状況が違うようである。西袋遺跡は、本来弥生時代の遺跡として遺跡地図

に記載されているもので周辺の白岩遺跡の影響をうけた集落と考えられているが、今

回の調査では覆土からはその痕跡はほとんど見あたらなかった。しかし、第3・4ダ

リット周辺では、上面の遺構を保存するため下層の確認は避けたため今後の調査で弥

生時代の生活面が発見される可能は残る。

おわりに、本文をまとめるにあたり瀬戸市埋蔵文化財センター藤沢良祐氏と旧地主

八木敏雄氏からご教示を戴いた。末尾ながらここに記して深く感謝申し上げます0
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